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■概要■ 

 インターネットに代表される情報通信ネットワークのブロードバンド化にともない，各種

の映像配信サービスが普及するとともに，パーソナルコンピュータの高速化によって個人の

レベルでも画像を容易に発信できる環境が整ってきている．画像情報は文字などのテキスト

データや音声・楽音信号に比べると非常に膨大で，単に PCM によりディジタル化を施した

だけの非圧縮データの場合，例えばHDTVでは毎秒 1 Gbitを超える情報量となる．このため，

経済的な画像伝送・蓄積のためには情報圧縮によりデータ量を少なくする必要があるが，一

般的に，画質をできるだけ維持したまま情報量だけを小さくする技術を画像符号化技術と呼

んでいる．画像符号化技術研究の歴史は長いが，実産業へ最初に応用されたのは ITU-T で国

際標準化されテレビ電話・テレビ会議向けに用いられた H.261 である．画像符号化では送信

側で符号化し，受信側で復号するという性質上，符号化のルールをあらかじめ決めておく必

要があり，国際標準化の果たす役割は大きい．H.261 以降の画像符号化技術の発展／普及は

目ざましく，動画像向けでは MPEG-1，MPEG-2，H.264/MPEG-4 AVC，静止画像向けでは，

JPEG，JPEG2000，JPEG-XR などが次々と標準化され，時代とともに圧縮率の向上のみなら

ず，スケーラビリティ，ロスレス圧縮，3 次元映像など様々な機能を実現する手法も開発が

進んでいる． 
現在では，通信（Web 画像データ，インターネット映像配信，ネットワークライブ中継，

テレビ電話／テレビ会議など），放送（地上デジタル放送，BS/CS デジタル放送，ワンセグな

ど）・家電（デジタルカメラ，ビデオカメラ，DVD/ブルーレイディスクなど）のあらゆる分

野で画像圧縮技術が利用され，画像・映像産業界に広く普及している． 
 
【本編の構成】 

 本編では，映像信号のフォーマットと統計的性質（1 章），映像符号化処理の基本構成（2
章），時空間フィルタなどの符号化前処理（3 章），予測符号化と動き検出（4 章），周波数変

換処理（5 章），量子化手法（6 章），符号割り当て（7 章），符号化制御方法（8 章），符号化

画質の評価（9 章），高機能符号化処理（10 章），国際標準方式（11 章），符号化システム標

準（12 章），ソフトウェア／ハードウェア符号化実現法（13 章）に関して，基礎理論，具体

的な処理アルゴリズム，評価方法，国際標準化，実現方式について述べる． 
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